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令
和
６
年
度
地
域
課
題
及
び
対
策
案
等
ま
と

め
 

部
会
等
 

地
域
課
題
 

把
握
 

協
議
 

対
策
案
 

障
害
児
部
会
 

１
 
日
中
に
医
療
的
ケ
ア
児
等
を
預
か
っ
て
く
れ
る
事
業
所
が
砺

波
市
内
の
２
事
業
所
で
毎
日
利
用
で
き
ず
、
親
は
就
業
・
生
活

が
希
望
ど
お
り
で
き
な
い
。
 

５
年
度
 

開
始
：
５
年
度
 

完
了
：
 

 
協
議
中
 

２
 
自
宅
で
医
療
的
ケ
ア
児
と
生
活
す
る
家
族
の
負
担
が
大
き

く
、
心
身
が
疲
弊
す
る
。
 

①
 
重
度
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
等
で
家
族
が
希
望
す
る
時
間
帯

に
対
応
で
き
る
事
業
所
が
圏
域
内
に
な
い
。
 

②
 
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
護
者
は
相
談
で
き
る
仲
間
が
少
な
い
。
 

５
年
度
 

開
始
：
５
年
度
 

完
了
：
 

①
 
協
議
中
 

②
 
６
年
度
に
障
害
児
部
会
が
開
催
し
た
「
医
療
的
ケ
ア
児

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン
」
を
継
続
開
催
す
る
。

部
会
員
が
「
気
に
な
る
保
護
者
」
に
声
を
か
け
参
加
を
促

す
。
特
に
情
報
収
集
を
苦
手
と
す
る
方
の
参
加
に
留
意
す

る
。
 

３
 
発
達
障
害
児
が
増
加
し
、
多
様
化
す
る
支
援
方
法
に
職
員
が

対
応
で
き
な
い
。
 

①
 
発
達
障
害
児
へ
の
関
わ
り
方
が
分
か
ら
な
い
。
 

②
 
発
達
障
害
児
を
持
つ
親
と
の
関
わ
り
方
が
わ
か
ら
な
い
。
 

５
年
度
 

開
始
：
５
年
度
 

完
了
：
 

①
②
 
障
害
児
部
会
に
お
い
て
「
発
達
障
害
児
支
援
者
研

修
」
を
教
育
機
関
や
学
童
保
育
、
障
害
児
支
援
事
業
所
等

を
対
象
に
継
続
開
催
し
、
発
達
障
害
児
へ
の
支
援
方
法
を

学
ぶ
機
会
を
持
つ
。
 

就
労
支
援
部
会
 

１
 
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
利
用
者
の
給
料
や
工
賃

向
上
に
向
け
、
就
労
や
作
業
訓
練
の
場
の
開
拓
が
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
農
福
連
携
を
進
め
る
。
し
か
し
、
農
家
、
農
業
事

業
者
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
者

が
、
圏
域
に
い
な
い
。
 

３
年
度
 

開
始
：
３
年
度
 

完
了
：
 

 
農
福
連
携
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
圏
域
内
で
周
知
す
る
。

ま
た
、
他
の
地
域
の
農
福
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、
圏
域
に
も
農
福
連
携
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
要
望
す
る
。
 

２
 
障
害
者
が
通
勤
等
の
移
動
に
公
共
交
通
機
関
の
路
線
縮
小
よ

り
、
困
難
を
感
じ
て
い
る
。
砺
波
市
と
小
矢
部
市
の
チ
ョ
イ
ソ

コ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
市
に
よ
り
利
用
で
き
る
時
間
帯
や

料
金
等
が
異
な
り
、
利
用
し
に
く
い
。
 

23
年
度
 

開
始
：
23
年
度
 

完
了
：
 

チ
ョ
イ
ソ
コ
の
利
便
性
を
圏
域
で
統
一
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。
 

地
域
生
活
支
援

部
会
 

１
 
移
動
支
援
を
利
用
し
た
く
て
も
、
従
事
者
不
足
や
対
価
が
影

響
し
、
地
域
の
移
動
支
援
事
業
所
が
即
応
で
き
な
い
。
 

６
年
度
 

開
始
：
７
年
度
 

完
了
：
 

令
和
７
年
度
か
ら
協
議
予
定
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２
 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
の
高
齢
化
に
伴
う
対
応
 

４
年
度
 

開
始
：
４
年
度
 

完
了
：
 

協
議
中
 

３
 
施
設
、
病
院
か
ら
の
地
域
移
行
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
重
度

の
方
や
精
神
障
害
者
、
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
で
の

受
け
皿
が
不
足
し
て
い
る
。
 

６
年
度
 

開
始
：
７
年
度
 

完
了
：
 

令
和
７
年
度
か
ら
協
議
予
定
 

当
事
者
委
員
会
 

１
 
圏
域
内
に
お
い
て
、
ピ
ア
フ
レ
ン
ズ
及
び
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
が
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
当
事
者
が
自
分
の
思
い
を

発
信
す
る
場
や
当
事
者
同
士
で
意
見
を
聞
く
場
（
当
事
者
会

等
）
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。
 

４
年
度
 

開
始
：
６
年
度
 

完
了
：
 

 
協
議
中
 

２
 
当
事
者
の
身
近
な
地
域
で
気
軽
に
学
ん
だ
り
、
質
問
し
た
り

で
き
る
場
や
機
会
が
必
要
で
あ
る
。
 

３
年
度
 

開
始
：
４
年
度
 

完
了
：
７
年
度
 

当
事
者
が
身
近
で
気
軽
に
利
用
し
や
す
い
各
市
の
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
定
期
的
な
防
災
及

び
防
犯
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
を
継
続
す
る
。
 

６
年
度
 

開
始
：
７
年
度
 

完
了
：
 

令
和
７
年
度
か
ら
協
議
予
定
 

権
利
擁
護
・
虐

待
防
止
委
員
会
 

１
 
圏
域
内
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
や
権
利
侵
害
の
実
情
が
解
ら

な
い
。
 

３
年
度
 

開
始
：
３
年
度
 

完
了
：
 
年
度
 

年
１
回
委
員
会
を
開
催
し
、
前
年
度
の
障
害
者
虐
待
の
対

応
及
び
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
実
績
報
告
を
行
い
、
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
状
況

報
告
を
行
っ
て
も
ら
い
圏
域
内
の
実
情
把
握
に
努
め
る
。
 

２
 
障
害
児
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
や
権
利

擁
護
支
援
等
に
つ
い
て
学
ぶ
場
が
少
な
い
 

①
 
職
位
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
役
割
及
び
支
援
ス
キ
ル
の
向
上
を

目
指
す
機
会
が
な
い
。
 

②
 
実
際
の
事
例
を
基
に
し
た
検
討
及
び
検
証
を
し
た
く
て
も
、

事
例
提
供
を
し
て
く
れ
る
事
業
所
が
な
い
。
 

３
年
度
 

開
始
：
４
年
度
 

完
了
：
 

①
 
継
続
的
な
研
修
及
び
勉
強
会
の
企
画
・
開
催
す
る
。
 

②
 
実
際
の
ケ
ー
ス
を
用
い
た
検
証
・
検
討
を
行
う
。
 

３
 
事
業
所
と
行
政
で
障
害
児
者
の
虐
待
通
報
・
相
談
に
対
す
る

認
識
及
び
捉
え
方
に
差
が
あ
る
。
 

４
年
度
 

開
始
：
未
定
 

完
了
：
 

協
議
中
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障
害
者
差
別
解

消
委
員
会
 

１
 
地
域
に
お
け
る
障
害
者
理
解
の
推
進
 

６
年
度
 

開
始
：
６
年
度
 

完
了
：
11
年
度
 

毎
年
開
催
の
委
員
会
で
圏
域
の
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当

な
差
別
的
取
り
扱
い
や
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
事
例
、
ま

た
、
合
理
的
配
慮
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
実
態
把
握
と
事

例
の
集
積
を
行
う
。
 

２
 
障
害
者
差
別
解
消
法
改
正
※
に
伴
う
事
業
者
に
よ
る
合
理
的

配
慮
の
周
知
啓
発
の
強
化
 

６
年
度
 

開
始
：
６
年
度
 

完
了
：
８
年
度
 

県
障
害
者
差
別
解
消
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
活
用
し
、
事
業

者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
周
知
・
啓
発
を
行
う
。
令
和
７
年

度
か
ら
、
周
知
・
啓
発
方
法
に
つ
い
て
協
議
予
定
。
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令
和
６
年
度
 
地
域
課
題
及
び
対
策
案
等
報
告
書

 

組
 織

 名
 

障
害
児
部
会
 

把
握

し
た
地
域
課
題
及
び
協
議
し
た
対
策
案
 

地
域
課
題

注
１
 

把
握
年
度

注
２
 

協
議
年
度

注
３
 

対
策
案

注
４
 

○
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

子
が

い
る

こ
と

で
親

の
就

業
・
生
活
が
希
望
ど
お
り
で
き
な
い
。
 

 ・
日

中
医

療
的

ケ
ア

児
等

を
預

か
っ

て
く

れ
る

事
業

所
が
砺
波
市
内
に
２
事
業
所
し
か
な
く
、
ま
た
、
毎
日

利
用
で
き
な
い
。
 

 ∟
①

医
療

的
ケ

ア
児

を
受

け
入

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

事
業
所
管
理
者
等
の
不
安
が
あ
る
。
 

 ∟
②

看
護

師
や

送
迎

担
当

等
の

職
員

配
置

が
必

要
で

あ
る

た
め

人
件

費
が

増
え

る
こ

と
か

ら
配

置
が

難
し

い
。
 

 ∟
③

福
祉

人
材

の
不

足
に

伴
い

求
人

を
か

け
て

も
専

門
的

な
資

格
を

有
し

た
職

員
か

ら
の

求
職

申
込

が
な

い
。
 

 

令
和
５
年
度
 

開
始
：
５
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

①
 
砺
波
圏
域
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
情
報
交
換
会
が
年
３
回
程

度
開
催
さ
れ
て
お
り
圏
域
内
の
多
く
の
事
業
所
が
参
加
し
、
各
事
業
所
の
現
状
報
告
や
課

題
の
提
案
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。
障
害
児
部
会
の
部
会
長
及
び
庶
務
等
も
参
加
し
医
療
的

ケ
ア
児
と
の
関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
実
践
例
を
報
告
す
る
機
会
を
作
り
、
事
業
所
が
受
け

入
れ
に
対
し
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
。

 

 ②
 
砺
波
圏
域
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
情
報
交
換
会
に
お
い
て
地

域
の
実
情
を
伺
い
部
会
に
お
い
て
検
討
す
る
。
圏
域
内
外
問
わ
ず
適
正
に
事
業
運
営
が
出

来
て

い
る

事
業

所
等

の
情

報
を

集
約

し
課

題
に

対
す

る
解

決
案

と
し

て
協

議
会

に
報

告

す
る
と
と
も
に
情
報
交
換
会
の
際
に
参
加
者
に
情
報
提
供
す
る
。
 

 ③
 
看

護
師

の
就

業
先

と
し

て
児

童
発

達
支

援
事

業
所

や
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

が
対
象
と
な
る
よ
う
看
護
学
校
等
へ
の
発
信
や
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
事
業
所
等
と
の
情

報
交
換
を
部
会
内
で
継
続
し
て
実
施
す
る
。
 

 

○
自

宅
で

医
療

的
ケ

ア
児

と
生

活
す

る
に

あ
た

り
、

介
護
す
る
家
族
の
負
担
が
大
き
く
心
身
が
疲
弊
す
る
 

 ∟
①

重
度

訪
問

介
護

、
訪

問
看

護
等

家
族

が
希

望
す

る
時

間
帯

の
す

べ
て

を
対

応
で

き
る

事
業

所
が

圏
域

内
に
な
い
 

 ∟
②

医
療

的
ケ

ア
児

を
も

つ
保

護
者

は
孤

立
し

や
す

く
相
談
で
き
る
仲
間
が
す
く
な
い
 

   

令
和
５
年
度
 

開
始
：
５
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

①
 
砺
波
圏
域
に
お
い
て
事
業
展
開
が
可
能
な
事
業
所
等
の
情
報
が
あ
っ
た
際
に
は
、
部
会
内

で
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
具
体
的
に
示
せ
る
よ
う
事
前
に

部
会
内
で
情
報
共
有
し
て
お
く
。
 

 ②
 
令
和
６
年
度
に
障
害
児
部
会
が
開
催
し

た
「
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
サ

ロ
ン
」
を
継
続
開
催
し
、
厚
生
セ
ン
タ
ー
や
行
政
こ
ど
も
担
当
課
、
訪
問
看
護
事
業
所
等
、

部
会
員
が
「
気
に
な
る
保
護
者
」
に
個
別
に
声
を
か
け
参
加
を
促
す
。
特
に
情
報
収
集
を

苦
手
と
す
る
保
護
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
。
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○
発

達
に

懸
念

の
あ

る
児

童
が

増
加

す
る

に
あ

た
っ

て
多

種
多

様
化

す
る

支
援

方
法

に
職

員
が

対
応

で
き

て
い
な
い
 

 Ⅰ
：
発
達
障
害
児
へ
の
関
わ
り
方
が
分
か
ら
な
い
 

∟
①

発
達

障
害

の
理

解
や

本
人

へ
の

支
援

方
法

を
学

ぶ
機
会
が
少
な
い
 

∟
②

発
達

障
害

児
支

援
者

同
士

が
交

流
す

る
機

会
が

す
く
な
い
 

 Ⅱ
：
発
達
障
害
児
を
持
つ
親
と
の
関
わ
り
方
が
わ
か
ら

な
い
 

∟
①

育
児

に
悩

む
保

護
者

に
対

し
ど

の
よ

う
に

助
言

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
 

 

令
和
５
年
度
 

開
始
：
５
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

○
障
害
児
部
会
に
お
い
て
「
発
達
障
害
児
支
援
者
研
修
」
を
継
続
開
催
し
、
教
育
機
関
や
学
童

保
育

、
障

害
児
支

援
事

業
所
等

を
対
象

に
発
達

に
懸

念
の
あ

る
児
童

へ
の
支

援
方

法
を
学

ぶ

機
会
を
持
つ
。
 

上
記
対
応
の
他
に
以
下
の
通
り
対
応
を
検
討
す
る
。
 

 Ⅰ
：
①
砺
波
圏
域
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
情
報
交
換
会
に
お
い
て

支
援
困
難
な
事
例
に
つ
い
て
対
応
方
法
を
検
討
す
る
。
 

 Ⅰ
：

②
砺

波
圏
域

障
害

者
基
幹

相
談
支

援
セ
ン

タ
ー

等
と
協

力
し
事

業
所
交

流
会

等
で
支

援

者
同
士
が
気
軽
に
情
報
交
換
で
き
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
検
討
す
る
。
 

 Ⅱ
：

①
発

達
障
害

者
支

援
セ
ン

タ
ー
等

で
開
催

さ
れ

て
い
る

サ
ロ
ン

等
の
活

動
に

つ
い
て

部

会
内
で
共
有
し
対
象
と
な
る
保
護
者
へ
の
発
信
を
行
う

。
 

 

 

注
１

 
地

域
課
題

が
多

く
て

行
が

不
足

す
る

場
合

は
、

行
を
追

加
し
て
く

だ
さ
い

。
 

注
２
 

把
握
年
度

欄
は
、

地
域

課
題
が

本
報

告
書

の
年

度
に
把

握
し
た
も

の
ま
た

は
過
去

に
把

握
し
現
在

協
議
中

の
も
の

が
想

定
さ

れ
る

の
で
、

そ
の
把

握
し

た
年

度
を

記
載
す

る
。

 

注
３
 

協
議
年
度

欄
は

、
地

域
課

題
の

協
議

を
開

始
し

た
年
度

を
「
開
始
：
 
年

度
」
に

対
策

案
を
ま
と

め
た
年

度
を
「

完
了

：
 
年

度
」
に

記
載

す
る

。
協

議
を

開
始

し
て

い
な

い
場

合
は

、
開

始
予

定
年
度
を

「
開
始

：
 

年
度

」
に

記
載

す
る

。
 

注
４
 

対
策
案
欄

は
、
協

議
中

の
場

合
、「

活
動

実
績

報
告

書
の
と
お
り

協
議
中

」
と

記
載
す

る
。
翌

年
度

以
降
に

協
議
す
る

場
合

、「
○

年
度

か
ら

協
議

予
定
」
と

記
載
す

る
。
対

策
案

が
記

入
し

き
れ

な
い
場
合

は
、
別

紙
を

添
付

す
る

。
様

式
は

任
意

と
す
る

。
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令
和
６
年
度
 
地
域
課
題
及
び
対
策
案
等
報
告
書

 

組
 織

 名
 

就
労
支
援
部
会
 

把
握

し
た
地
域
課
題
及
び
協
議
し
た
対
策
案
 

地
域
課
題

注
１
 

把
握
年
度

注
２
 

協
議
年
度

注
３
 

対
策
案

注
４
 

 
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
給

料
や
工
賃
向
上
に
向
け
、
就
労
や
作
業
訓
練
の
場
の
開

拓
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
の
高
齢
化
が
進
み
、
次
世

代
の
担
い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
農

家
や

農
業

事
業

者
と

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
が
、
砺
波
地
域
に
は
 

な
い
。
 

  令
和
３
年
度
 

開
始

：
令

和
３
 

年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

・
農
福
連
携
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
砺
波
圏
域
内
で
周
知
し
て
い
く
。
 

・
他
の
地
域
の
農
福
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
。

 

・
砺
波
圏
域
に
も
農
福
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
で
き
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 
障

が
い
の
あ
る
方
の
通
勤
等
の
移
動
に
つ
い
て
、
公

共
交
通
機
関
の
路
線
が
縮
小
し
、
移
動
に
困
難
を
感
じ

て
い
る
方
が
い
る
。
 

 
砺

波
市

と
小

矢
部

市
に

は
、

チ
ョ

イ
ソ

コ
が

あ
る

が
、
市
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
時
間
帯
や
料
金
等
が
異

な
る
。
も
っ
と
利
用

者
に
と
っ
て
、
利
用
し
や
す
い
も

の
と
な
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 

  平
成

23
年
度
 

開
始
：
平
成

23
 

年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

・
就
労
支
援
部
会
で
は
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
利
用
の
好
事
例
の
情
報
を
集
め
て
い
る
。
 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
考
え
な
が
ら
も
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
利
便
性
を
砺
波
圏
域
で
統
一

で
き
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 

        

 

開
始
：
 
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

 

注
１

 
地

域
課
題

が
多

く
て

行
が

不
足

す
る

場
合

は
、

行
を
追

加
し
て
く

だ
さ
い

。
 

注
２
 

把
握
年
度

欄
は
、

地
域

課
題
が

本
報

告
書

の
年

度
に
把

握
し
た
も

の
ま
た

は
過
去

に
把

握
し
現
在

協
議
中

の
も
の

が
想

定
さ

れ
る

の
で
、

そ
の
把

握
し

た
年

度
を

記
載
す

る
。

 

注
３
 

協
議
年
度

欄
は

、
地

域
課

題
の

協
議

を
開

始
し

た
年
度

を
「
開
始
：
 
年

度
」
に

対
策

案
を
ま
と

め
た
年

度
を
「

完
了

：
 
年

度
」
に

記
載

す
る

。
協

議
を

開
始

し
て

い
な

い
場

合
は

、
開

始
予

定
年
度
を

「
開
始

：
 

年
度

」
に

記
載

す
る

。
 

注
４
 

対
策
案
欄

は
、
協

議
中

の
場

合
、「

活
動

実
績

報
告

書
の
と
お
り

協
議
中

」
と

記
載
す

る
。
翌

年
度

以
降
に

協
議
す
る

場
合

、「
○

年
度

か
ら

協
議

予
定
」
と

記
載
す

る
。
対

策
案

が
記

入
し

き
れ

な
い
場
合

は
、
別

紙
を

添
付

す
る

。
様

式
は

任
意

と
す
る

。
 

9



令
和
 
６
 
年
度
 
地
域
課
題
及
び
対
策
案
等
報
告
書

 

組
 織

 名
 

地
域
生
活
支
援
部
会
 

把
握

し
た
地
域
課
題
及
び
協
議
し
た
対
策
案
 

地
域
課
題

注
１
 

把
握
年
度

注
２
 

協
議
年
度

注
３
 

対
策
案

注
４
 

移
動
支
援
を
利
用
し
た
く
て
も
、
従
事
者
不
足
や
対
価

が
影
響
し
、
地
域
の
移
動
支
援
事
業
所
が
即
応
で
き
て

い
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
 

    

令
和
６
年
度
 

開
始
：
７
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

圏
域
の
移
動
支
援
事
業
所
の
実
態
を
把
握
し
、
利
用
条
件
、
運
営
面
に
か
か
る
課
題
を
整
理
す

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
他
圏
域
の
移
動
支
援
実
施
法
人
を
見
学
す
る
。
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
が
高
齢
化
に
伴
う
対
応
 

       

令
和
４
年
度
 

開
始
：
４
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

令
和

４
年

度
の
取

り
組

み
と
し

て
介
護

保
険
に

つ
い

て
の
勉

強
会

、
研

修
会

を
行

っ
て
い

る

が
、
依
然
と
し
て
入
居
者
の
高
齢
化
に
伴
う
対
応
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
 

介
護

保
険

へ
の
円

滑
移

行
に
つ

い
て
、

障
害
関

係
者

と
介
護

保
険
事

業
者
と

の
相

互
連
携

と

理
解
促
進
の
た
め
の
研
修
や
情
報
交
換
会
な
ど
を

行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
・
連
携
強
化

を
図
る
。
 

施
設

入
所

者
の

地
域

移
行

希
望

を
把

握
す

る
た

め
の

意
思

確
認

が
義

務
化

さ
れ

た
こ

と
や

病
院

か
ら

の
地

域
移
行
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
重
度
の
方

や
精
神
障
害
者
、
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
で

の
受
け
皿
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

    

令
和
６
年
度
 

開
始
：
７
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

障
害

者
支

援
施
設

や
病

院
な
ど

か
ら
一

人
暮
ら

し
や

Ｇ
Ｈ
へ

の
地
域

移
行

希
望
の

状
況
に

つ

い
て
相
談
支
援
事
業
所
、
医
療
機
関
、
入
所
施
設
担
当
者
と

の
情
報
交
換
な
ど
か
ら
課
題
を
整

理
し
、
重
度
障
害
者
に
も
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

注
１

 
地

域
課
題

が
多

く
て

行
が

不
足

す
る

場
合

は
、

行
を
追

加
し
て
く

だ
さ
い

。
 

注
２
 

把
握
年
度

欄
は
、

地
域

課
題
が

本
報

告
書

の
年

度
に
把

握
し
た
も

の
ま
た

は
過
去

に
把

握
し
現
在

協
議
中

の
も
の

が
想

定
さ

れ
る

の
で
、

そ
の
把

握
し

た
年

度
を

記
載
す

る
。

 

注
３
 

協
議
年
度

欄
は

、
地

域
課

題
の

協
議

を
開

始
し

た
年
度

を
「
開
始
：
 
年

度
」
に

対
策

案
を
ま
と

め
た
年

度
を
「

完
了

：
 
年

度
」
に

記
載

す
る

。
協

議
を

開
始

し
て

い
な

い
場

合
は

、
開

始
予

定
年
度
を

「
開
始

：
 

年
度

」
に

記
載

す
る

。
 

注
４
 

対
策
案
欄

は
、
協

議
中

の
場

合
、「

活
動

実
績

報
告

書
の
と
お
り

協
議
中

」
と

記
載
す

る
。
翌

年
度

以
降
に

協
議
す
る

場
合

、「
○

年
度

か
ら

協
議

予
定
」
と

記
載
す

る
。
対

策
案

が
記

入
し

き
れ

な
い
場
合

は
、
別

紙
を

添
付

す
る

。
様

式
は

任
意

と
す
る

。
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令
和
６
年
度
 
地
域
課
題
及
び
対
策
案
等
報
告
書

 

組
 織

 名
 

当
事
者
委
員
会
 

把
握

し
た
地
域
課
題
及
び
協
議
し
た
対
策
案
 

地
域
課
題

注
１
 

把
握
年
度

注
２
 

協
議
年
度

注
３
 

対
策
案

注
４
 

砺
波
圏
域
内
に
お
い
て
、
ピ
ア
フ
レ
ン
ズ
及
び
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
が
進
ん
で
い
な
い
。
ピ
ア
の
活
動
を

担
っ
て
い
け
る
人
材
発
掘
及
び
育
成
が
必
要
。
 

当
事

者
の

方
が

自
分

の
思

い
を

発
信

す
る

場
や

当
事

者
同
士
で
意
見
を
聞
く
場
（
当
事
者
会
等
）
が
圧
倒
的

に
少
な
い
。
 

 

令
和

４
年
度
 

開
始

：
令

和
６
 

年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

当
事

者
の

参
画
を

見
込

ん
だ
研

修
を
企

画
し
た

が
、

参
加
者

は
限
定

的
で
あ

り
偏

り
が
み

ら

れ
る
。
よ
り
多
く
の
当
事
者
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
。
 

 当
事

者
の

方
が

気
軽

に
参

加
し

や
す

い
機

会
づ

く
り

及
び

場
の

提
供

を
検

討
す

る
必

要
が

る
。
ま
た
、
よ
り
多
く

の
当
事
者
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
既
存
の
当
事
者
活
動
団

体
等
と
連
携
し
、
交
流
会
や
座
談
会
等
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

例
）
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
 
主
催
 
【
在
職
者
交
流
会
】
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
】
等
 

当
事

者
の

方
々

の
住

ま
い

に
即

し
た

よ
り

身
近

な
地

域
で
気
軽
に
学
ん
だ
り
、
質
問
し
た
り
で
き
る
場
や
機

会
が
必
要
で
あ
る
。
 

令
和
３
年
度
 

開
始

：
令

和
４
 

年
度
 

 完
了

：
令

和
７
 

年
度
 

当
事
者
の
方
の
声
を
拾
う
機
会
の
一
環
と
し
て
、
令
和
４
年
度
よ
り
各
市
に
お
い
て
、
防
災
研

修
を
開
催
し
、
我
が
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
機
会
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
 

 当
事

者
の

方
に
と

っ
て

身
近
で

気
軽
に

利
用
し

や
す

い
各
市

の
地
域

活
動
支

援
セ

ン
タ
ー

等

と
協
力
し
な
が
ら
、
定
期
的
な
防
災
及
び
防
犯
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
を
継
続

し
て
い
く
。
 

例
）
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
防
災
及
び
防
犯
に
関
す
る
研
修
や
勉
強
会
等
を
組
み
込
ん
で
い
く
 

令
和
６
年
度
 

開
始

：
令

和
７
 

年
度
 

 完
了

：
令

和
７
 

年
度
 

防
災
研
修
に
参
加
さ
れ
た
当
事
者
の
方
か
ら
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
中
身
を
紹
介
い
た
だ
い
た
際
、

自
己

プ
ロ

フ
ィ
ー

ル
が

記
載
さ

れ
た
様

式
も
同

封
さ

れ
て
い

た
。
災

害
時
に

備
え

持
ち
出

し

袋
を
準
備
す
る
場
合
、
当
事
者
の
方
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
よ
っ
て
必
要
な
グ
ッ
ズ
は
異
な
っ

て
お
り
、
実
際
ど
の
よ
う
な
も
の
を
準
備
し
て
お
く
と
良
い
の
か
解
り
に
く
い
。
 

 当
事
者
の
方
が
実
用
し
や
す
い
、
障
害
種
別
や
特
性
ご
と
に
分
け
た
【
緊
急
時
持
ち
出
し
袋
】

及
び
【
緊
急
時
持
ち
出
し
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

(仮
)
】
を
作
成
す
る
。
 

作
成

し
た

成
果
品

に
つ

い
て
は

、
各
市

に
あ
る

地
域

活
動
支

援
セ
ン

タ
ー
へ

配
布

及
び
閲

覧

可
能
と
な
る
よ
う
工
夫
す
る
。
 

注
１

 
地

域
課
題

が
多

く
て

行
が

不
足

す
る

場
合

は
、

行
を
追

加
し
て
く

だ
さ
い

。
 

注
２
 

把
握
年
度

欄
は
、

地
域

課
題
が

本
報

告
書

の
年

度
に
把

握
し
た
も

の
ま
た

は
過
去

に
把

握
し
現
在

協
議
中

の
も
の

が
想

定
さ

れ
る

の
で
、

そ
の
把

握
し

た
年

度
を

記
載
す

る
。

 

注
３
 

協
議
年
度

欄
は

、
地

域
課

題
の

協
議

を
開

始
し

た
年
度

を
「
開
始
：
 
年

度
」
に

対
策

案
を
ま
と

め
た
年

度
を
「

完
了

：
 
年

度
」
に

記
載

す
る

。
協

議
を

開
始

し
て

い
な

い
場

合
は

、
開

始
予

定
年
度
を

「
開
始

：
 

年
度

」
に

記
載

す
る

。
 

注
４
 

対
策
案
欄

は
、
協

議
中

の
場

合
、「

活
動

実
績

報
告

書
の
と
お
り

協
議
中

」
と

記
載
す

る
。
翌

年
度

以
降
に

協
議
す
る

場
合

、「
○

年
度

か
ら

協
議

予
定
」
と

記
載
す

る
。
対

策
案

が
記

入
し

き
れ

な
い
場
合

は
、
別

紙
を

添
付

す
る

。
様

式
は

任
意

と
す
る

。
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令
和
６
年
度
 
地
域
課
題
及
び
対
策
案
等
報
告
書

 

組
 織

 名
 

権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
委
員
会
 

把
握

し
た
地
域
課
題
及
び
協
議
し
た
対
策
案
 

地
域
課
題

注
１
 

把
握
年
度

注
２
 

協
議
年
度

注
３
 

対
策
案

注
４
 

１
．
砺
波
圏
域
内
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
や
権
利
侵
害

の
実
情
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
解
ら
な
い
 

令
和
３
年
度
 

開
始

：
令

和
３
 

年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

年
１
回
委
員
会
を
開
催

し
、
前
年
度
の
障
害
者
虐
待
の
対
応
に
関
す
る
実
績
報
告
及
び
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
実
績

報
告
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
３
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
の

利
用
状
況
報
告
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
砺
波
圏
域
内
に
お
け
る
実

情
把
握
に
努
め
る
 
[次

年
度
も
継
続
し
て
い
く
] 

２
．
障
害
児
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
や
権
利
擁
護
支
援
等
に
つ
い
て
学
ぶ
場
が
少
な
い
 

 ∟
⑴
 職

位
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
役
割
及
び
支
援
ス
 

キ
ル
の
向
上
を
目
指
す
機
会
が
な
い
 

 ∟
⑵
 実

際
の
事
例
を
基
に
し
た
検
討
及
び
検
証
を
 

し
た
く
て
も
、
事
例
提
供
を
し
て
く
れ
る
事
業
 

所
が
な
い
 

 

令
和
３
年
度
 

開
始

：
令

和
４
 

年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

障
害
児
者
の
虐
待
及
び

権
利
侵
害
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
、
解
決
に
向
け
た
支
援
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
 

 ⇒
 ⑴

 継
続
的
な
研
修
及
び
勉
強
会
の
企
画
・
開
催
 

[次
年
度
も
継
続
し
て
い
く
] 

 
 ∟

で
き
る
だ
け
多
く
の
事
業
者
が
受
講
で
き
る
よ
う
、
集
合
研
修
と

Z
o
om

配
信
の
双
方
 

を
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
研
修
を
行
っ
て
い
く
 

⇒
 ⑵

 実
際
の
ケ
ー
ス
を
用
い
た
検
証
・
検
討
を
行
う

 
[令

和
７
年
度
以
降
の
協
議
候
補
] 

∟
委
員
内
だ
け
で
な
く
、
事
業
所
連
絡
会
 会

員
等
に
も
幅
広
く
打
診
を
行
っ
て
い
く
 

∟
圏
域
外
や
県
外
に
お
い
て
既
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
や
他
法
人
や
他
団
体
が
実
施
 

し
て
い
る
ケ
ー
ス
検
討
会
等
が
な
い
か
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
く
 

３
.事

業
所
側
と
行
政
側
で
障
害
児
者
の
虐
待
通
報
・
 

相
談
に
対
す
る
認
識
及
び
捉
え
方
に
差
が
あ
る
 

  ∟
⑴
 市

や
県
の
虐
待
対
応
の
基
準
な
ど
は
ど
う
な
 

っ
て
い
る
の
か
、
解
か
ら
な
い
 

 

令
和
４
年
度
 

開
始
：
未
定
 

 完
了
：
 
年
度
 

障
害
児
者
に
対
す
る
虐

待
が
発
生
し
た
際
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
通
報
時
の
対
応
フ
ロ
ー
等
に

つ
い
て
、
事
業
所
側
と

行
政
側
双
方
の
役
割
及
び
対
応
状
況
等
に
対
し
共
通
理
解
を
深
め
る
機

会
を
設
け
る
 [
令
和
７
年
度
か
ら
協
議
候
補
と
す
る
] 

 ⇒
 ⑴

 当
委
員
会
内
に
お
い
て
、
市
や
県
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
虐
待
認
定
し
た
の
か
否
か
、
 

ま
た
ど
う
判
断
し
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
説
明
ま
た
は
情
報
共
有
す
る
機
会
を
設
け
る
 

 ∟
行
政
側
及
び
事
業
所
側
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手
順
等
を
確
認
す
る
 

(状
況
に
よ
っ
て
は
作
成
も
視
野
に
入
れ
る
) 

∟
虐
待
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
研
修
や
勉
強
会
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
 

(状
況
に
応
じ
て
、
市
や
県
に
要
望
し
て
い
く
) 

注
１

 
地

域
課
題

が
多

く
て

行
が

不
足

す
る

場
合

は
、

行
を
追

加
し
て
く

だ
さ
い

。
 

注
２

 
把

握
年
度

欄
は

、
地

域
課

題
が

本
報

告
書

の
年

度
に
把

握
し
た
も

の
ま
た

は
過
去

に
把

握
し
現
在

協
議
中

の
も
の

が
想

定
さ

れ
る

の
で

、
そ

の
把

握
し

た
年

度
を

記
載

す
る

。
 

注
３

 
協

議
年
度

欄
は

、
地

域
課

題
の

協
議

を
開

始
し

た
年
度

を
「
開
始
：
 
年

度
」
に
対
策

案
を
ま
と

め
た
年

度
を
「

完
了

：
 
年

度
」
に

記
載

す
る

。
協

議
を

開
始

し
て

い
な

い
場

合
は

、
開

始
予

定
年
度
を

「
開
始

：
 

年
度

」
に

記
載

す
る

。
 

注
４

 
対

策
案
欄

は
、
協

議
中

の
場

合
、「

活
動

実
績

報
告

書
の
と
お
り

協
議
中

」
と

記
載
す

る
。
翌

年
度
以

降
に
協

議
す
る

場
合

、「
○

年
度

か
ら

協
議

予
定

」
と

記
載

す
る

。
対

策
案

が
記

入
し

き
れ

な
い
場
合

は
、
別

紙
を

添
付

す
る

。
様

式
は

任
意

と
す
る

。
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令
和
６
年
度
 
地
域
課
題
及
び
対
策
案
等
報
告
書

 

組
 織

 名
 

障
害
者
差
別
解
消
支
援
委
員
会
 

把
握

し
た
地
域
課
題
及
び
協
議
し
た
対
策
案
 

地
域
課
題

注
１
 

把
握
年
度

注
２
 

協
議
年
度

注
３
 

対
策
案

注
４
 

①
地

域
に
お
け
る
障
害
者
理
解
の
推
進
 

     

  令
和
６
年
度
 

開
始
：
６
年
度
 

 完
了
：
11

年
度
 

・
障
害
者
差
別
解
消
や
合
理
的
配
慮
が
障
害
者
理
解
の
推
進
に
結
び
つ
く
よ
う
、
毎
年
開
催
の

障
害

者
差

別
解
消

支
援

委
員
会

に
て
、

砺
波
圏

域
で

の
障
害

を
理
由

と
す
る

不
当

な
差
別

的

取
り
扱
い
や
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
事
例
、
ま
た
、
合
理
的
配
慮
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
実

態
把
握
と
事
例
の
集
積
を
行
う
。
 

②
障

害
者

差
別

解
消

法
改

正
※
に

伴
う

事
業

者
に

よ

る
合
理
的
配
慮
の
周
知
啓
発
の
強
化
 

※
令
和
３
年
６
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
事
業
者
に
よ
る

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
施
行
開
始
 

   

  令
和
６
年
度
 

開
始
：
６
年
度
 

 完
了
：
８
年
度
 

・
富
山
県
障
害
者
差
別
解
消
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
活
用
し
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

周

知
・
啓
発
を
行
う
。
令
和
７
年
度
か
ら
、
周
知
・
啓
発
方
法
に
つ
い
て
協
議
予
定
。
 

  

  令
和

 
年
度
 

開
始
：
 
年
度
 

 完
了
：
 
年
度
 

 

注
１

 
地

域
課
題

が
多

く
て

行
が

不
足

す
る

場
合

は
、

行
を
追

加
し
て
く

だ
さ
い

。
 

注
２
 

把
握
年
度

欄
は
、

地
域

課
題
が

本
報

告
書

の
年

度
に
把

握
し
た
も

の
ま
た

は
過
去

に
把

握
し
現
在

協
議
中

の
も
の

が
想

定
さ

れ
る

の
で
、

そ
の
把

握
し

た
年

度
を

記
載
す

る
。

 

注
３
 

協
議
年
度

欄
は

、
地

域
課

題
の

協
議

を
開

始
し

た
年
度

を
「
開
始
：
 
年

度
」
に

対
策

案
を
ま
と

め
た
年

度
を
「

完
了

：
 
年

度
」
に

記
載

す
る

。
協

議
を

開
始

し
て

い
な

い
場

合
は

、
開

始
予

定
年
度
を

「
開
始

：
 

年
度

」
に

記
載

す
る

。
 

注
４
 

対
策
案
欄

は
、
協

議
中

の
場

合
、「

活
動

実
績

報
告

書
の
と
お
り

協
議
中

」
と

記
載
す

る
。
翌

年
度

以
降
に

協
議
す
る

場
合

、「
○

年
度

か
ら

協
議

予
定
」
と

記
載
す

る
。
対

策
案

が
記

入
し

き
れ

な
い
場
合

は
、
別

紙
を

添
付

す
る

。
様

式
は

任
意

と
す
る

。
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令和７年 月 日 

 

 

砺波市長  夏野  修  様 

小矢部市長 桜井 森夫 様 

南砺市長  田中 幹夫 様 

 

 

砺波地域障害者自立支援協議会 

会 長   

 

令和６年度に把握・協議した地域課題等について（報告） 

 

このことについて、設置要綱第10条により把握した砺波地域の課題及び協議した対策案等を下記のと

おり報告します。 

 

記 

 

１ 把握した地域課題及び協議した対策案について 

地域課題 把握年度 対策案 

⑴ 自宅で医療的ケア児と生活するにあた

り、介護する家族の負担が大きく心身が疲

弊する。医療的ケア児をもつ保護者は孤立

しやすく、相談できる仲間が少ない。 

令和５年度 ６年度に障害児部会が開催した「医療

的ケア児の保護者を対象としたサロン」

を継続開催する。部会員が「気になる保

護者」に声をかけ参加を促す。特に情報

収集を苦手とする方の参加に留意する。 

⑵ 発達障害児が増加し、多様化する支援方

法に職員が対応できない。 

令和５年度 障害児部会において「発達障害児支援

者研修」を教育機関や学童保育、障害児

支援事業所等を対象に継続開催し、発達

障害児への支援方法を学ぶ機会を持つ。 

⑶ 福祉サービス事業所において、利用者の

給料や工賃向上に向け、就労や作業訓練の

場の開拓が課題であることから、農福連携

を進める。しかし、農家、農業事業者と福

祉サービス事業所をコーディネートする

者が、圏域にいない。 

令和３年度 農福連携のチラシを作成し、圏域内で

周知する。また、他の地域の農福連携コ

ーディネーターの活動状況について情

報収集し、圏域にも農福連携コーディネ

ーターの配置を要望する。 

⑷ 障害者が通勤等の移動に公共交通機関

の路線縮小より、困難を感じている。砺波

市と小矢部市のチョイソコが利用されて

いるが、市により利用できる時間帯や料金

等が異なり、利用しにくい。 

平成23年度 チョイソコ利用の好事例を集め、チョ

イソコの利便性を圏域で統一されるよ

う要望する。 
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⑸ 当事者の身近な地域で気軽に学んだり、

質問したりできる場や機会が必要である。

（防災・防犯） 

令和３年度 当事者が身近で気軽に利用しやすい

各市の地域活動支援センター等と協力

しながら、定期的な防災及び防犯に関す

る周知・啓発を継続する。 

 令和６年度 障害種別や特性ごとに分けた【緊急時

持ち出し袋】及び【緊急時持ち出しチェ

ックシート(仮)】を各市の地域活動支援

センターで閲覧及び配布する。 

 

２ 把握した協議中の地域課題について 

地域課題 把握年度 

⑴ 日中に医療的ケア児等を預かってくれる事業所が砺波市内の２事業所で毎日利用

できず、親は就業・生活が希望どおりできない。 

令和５年度 

⑵ 自宅で医療的ケア児と生活するにあたり、介護する家族の負担が大きく心身が疲弊

する。重度訪問介護、訪問看護等で家族が希望する時間帯に対応できる事業所が圏域

内にない。 

令和５年度 

⑶ 移動支援を利用したくても、従事者不足や対価が影響し、地域の移動支援事業所が

即応できない。 

令和６年度 

⑷ グループホーム入居者の高齢化に伴う対応 令和４年度 

⑸ 施設、病院からの地域移行を進めるにあたり、重度の方や精神障害者、強度行動障

害のある方の地域での受け皿が不足している。 

令和６年度 

⑹ 圏域内において、ピアフレンズ及びピアサポーターの養成が進んでいない。また、

当事者が自分の思いを発信する場や当事者同士で意見を聞く場（当事者会等）が圧倒

的に少ない。 

令和４年度 

 

３ 添付資料 

⑴ 令和６年度地域課題及び対策案等まとめ 

⑵ 令和６年度砺波地域障害者自立支援協議会ネットワーク体制 

⑶ 令和６年度 砺波地域障害者自立支援協議会の活動状況 
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部会等の第７期障がい福祉計画の推進に関する取り組みについて 

 

１ 強度行動障がいの支援ニーズの把握と支援体制整備 

 ⑴ 強度行動障がいの支援ニーズ調査の概要 

事 項 内  容  

調査対象者 ⑴ 障害者(R6.4.1 現在) 

 

① 在宅(30 名) 

①’家族(在宅) 

② 圏域内施設入所(63 名) 

③ 圏域内施設支援員 

 ⑵ 障害児(R6.4.1 現在) ① 在宅(39 名) 

①’家族(在宅) 

対象人数 全員  

調査方法 聞き取り調査  

聞き取り調査者 ⑴ 調査者 ① 相談支援専門員等 

② 施設職員等 

 ⑵ 調査手当の有無 有で検討 

調査時期・期間 ⑴ 調査時期 令和８年度 

 ⑵ 調査期間 約１年間（R7 後半～R8前半） 

集計 ⑴ 集計担当 各市 

 

 ⑵ アンケート案 

    別紙のとおり 

 

２ 個別事例検討を通じた取組の体制確保 

   活動実績報告書に事例検討回数等を記載 

   【令和６年度実績】 

  実施回数  ７回 

検討実件数 ７件 

 

３ 相談支援専門員の増員を図るための検討 

 ⑴ 砺波圏域におけるセルフプラン導入 

    砺波圏域では、原則としてセルフプランを認めずに来たことから、手引きを作成

するなどの積極的な導入は行わず、実績等を記録し、セルフプランを認める３市共

通の内規の作成に留める。 

 

 ⑵ 相談支援専門員の増員に関するアンケート調査 

  ① アンケート調査の実施 

内容 対象 発信者 

ア 相談支援事業所運営主体

における相談支援専門員の

砺波圏域の特定相談支援事業所の運営

法人（７） 

３市連名 
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増員に関する課題 

イ 相談支援専門員の定着に

関する課題 

砺波圏域の特定相談支援事業所に所属

する相談支援専門員（２３） 

砺波圏域の特定相談支援事業所に所属

する相談員（３） 

３市連名 

 

  ② アンケート案 

     検討中 

 

 ⑶ 相談支援専門員による認定調査の免除による負担軽減 

 

４ ペアレントトレーニング等支援体制づくり 

   障害児部会による実施 

 

５ 意思決定支援の普及 

   基幹相談支援センターによる実施 
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知 り た い こ と 聞 き た い こ と

→
将
来
の
生
活
の
希
望
を
伺
う。

本
人

・家
族

1
どん

な
生

活
を

した
い

の
か

2
将

来
の

生
活

で
何

を
希

望
す

る
の

か

3
どう

した
い

の
か

(1)
 現

在
の

暮
らし

に
つ

い
て

○
現
在
、ど
こで
生
活
を
して
い
る
の
か

○
現
在
、誰
と一
緒
に
生
活
を
して
い
る
の
か

○
毎
日
の
生
活
の
支
援
は
誰
が
担
って
い
る
の
か

○
現
在
の
生
活
へ
の
満
足
度

(2
) 希

望
す

る
暮

らし
に

つ
い

て

○
将
来
、暮
らし
た
い
場
所
に
つ
い
て

○
将
来
、一
緒
に
暮
らし
た
い
人
に
つ
い
て

○
将
来
、地
域
で
生
活
す
る
こと
に
つ
い
て

(1)
 希

望
す

る
暮

らし
を

送
る

た
め

の
支

援
に

つ
い

て

○
どん
な
支
援
が
あ
れ
ば
よ
い
の
か

○
現
在
利
用
して
い
る
サ
ービ
ス
の
量
を
増
や
した
い
の
か

○
別
の
サ
ービ
ス
を
利
用
した
い
の
か

→
どん
な
サ
ービ
ス
を
利
用
した
い
か

(2
) 関

係
機

関
か

らの
支

援

○
通
所
や
余
暇
活
動
の
希
望

○
医
療
・福
祉
サ
ービ
ス
の
希
望

(1)
 希

望
す

る
暮

らし
を

送
る

た
め

に
どう

した
い

の
か

○
これ
か
らの
生
活
で
一
番
望
む
こと
に
つ
い
て

○
将
来
の
生
活
で
重
視
す
る
こと
に
つ
い
て

○
・・
・・
・

(2
)あ

る
と助

か
る

(足
りな

い
)よ

うな
機

能
は

何
か

○
「こ
れ
が
あ
れ
ば
助
か
る
」と
思
う支
援
や
制
度
に
つ
い
て

○
・・
・・
・

在
宅
(G
H含
む
)／
施
設

家
族
／
支
援
者

5段
階
評
価

家
族
／
支
援
者

在
宅
(G
H含
む
)／
施
設

家
族
／
支
援
者

施
設
か
ら出
た
い
？

将 来 の 生 活 の 希 望 の 把 握 ▼ 支 援 策 の 検 討

設
問

内
容

の
考

え
方

強
度
行
動
障
が
い
の
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
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Ⅰ．地域生活支援拠点等の機能に関する評価指標 

(a)【拠点コーディネーター】地域生活支援拠点等の機能を充実させるため効果的な支援の連携体制を構築する職員の配置 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

a 拠点コーディ

ネーターの配

置 

a① 拠点コーディネーターを配置しているか  【 】配置している 【○】配置していない 

※拠点コーディネーターは、指定障害福祉サービ

ス事業所等、医療機関、基幹相談支援センターそ

の他の関係機関（以下「拠点関係機関」という。）

から構成されるネットワークの運営や機能の充

実等の総合調整を図り、情報連携等を担う。 

◆確認事項１：拠点コーディネーターの配置場所と配置人数 

 人数 

計画相談支援・障害児相談支援・自立相談援助・地域移行支援・

地域定着支援事業所 

０ 

 

a② 配置している場合、拠点コーディネーター

として期待される役割を担うことができ

ているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項１：緊急時の支援が見込めない世帯への対応（該当するものに○） 

【 】基幹相談支援センターや相談支援事業所等、地域の相談支援体制の構築 

【 】事前に把握、登録 

【 】常時の連絡体制の確保 

【 】介護を行う者による支援が見込めない事態等に必要なサービスのコーデ

ィネートや相談等の支援 

◆確認事項２：緊急時の対応（該当するものに○） 

【 】短期入所事業所や通所事業所等の地域の指定障害福祉サービス事業所等

との連携体制の構築 

【 】常時の緊急受入体制等を確保 

【 】緊急事態における受入れの調整や医療機関への連絡等の対応 

◆確認事項３：地域生活への移行への対応（該当するものに○） 

【 】 一般相談支援事業又は特定相談支援事業を行う者、障害者支援施設や

精神科病院等との連携体制の構築 

【 】 障害者支援施設における地域移行等意向確認担当者及び精神科病院に

おける退院後生活環境相談員等との情報共有 

【 】入所者・入院者の地域における障害福祉サービスの体験的な利用に係る

支援その他の地域生活への移行に向けた支援に係る調整 

(b)【相談１】緊急対応など支援が必要となる障害者等（強度行動障害者や医療的ケアが必要な重症心身障害者、潜在的要支援者等）の事前把握・登録・名

簿管理、関係機関との情報共有 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

b-01 相談機能連携

担当者の配置 

b-01① 連携担当者を配置しているか  【○】配置している 【 】配置していない 

※連携担当者とは、市町村や拠点関係機関との連

携及び調整に従事する者 
 

◆確認事項１：連携担当者の配置場所と配置人数（常勤・非常勤別） 
 

常勤 非常勤 

指定相談支援事業所 ７ ０ 

※地域活動支援センターとなみ野、障がい者サポートセンターきらり、地域生活支援セン

ターすまいる、地域活動支援センターひまわり、わくわく小矢部相談支援事業所、相談支

援センターあい 
 

◆確認事項２：連携担当者の配置場所と配置人数（専従・兼務別） 
 

専従 兼務 

指定相談支援事業所 ０ ７ 

  

b-01② 配置している場合、連携担当者として期待

される役割を担うことができているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項：連携担当者が担っている業務内容（該当するものに○） 

【○】緊急時の支援が見込めない者の事前把握・登録 

【○】常時の連絡体制の確保（コーディネーターが中心となって複数の機関等

により常時の連絡体制を整備している場合を含む） 

【○】緊急時のコーディネートや相談支援等の個別対応 

b-02 緊急時の支援

が見込めない

障害者等の事

前把握 

b-02① 緊急時の支援が見込めない障害者等を拠

点等として事前に把握しているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項：事前に把握している対象者の状態像（該当するものに○） 

【 】医療的ケアが必要な重症心身障害 

【 】遷延性意識障害 

【 】強度行動障害 

【 】高次脳機能障害 

【 】サービスの利用に繋がっていない障害者等 

【○】その他（具体的に：サービス計画作成対象のうち緊急時の支援が見込め

ない者） 

b-03 事前把握した

緊急時の支援

b-03① 緊急時の支援が見込めない障害者等の登

録・名簿管理をしているか 

【○】実施している 【 】実施していない 

令和６年度 
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が見込めない

障害者等の登

録・名簿管理 

b-03② 事前把握した名簿の更新を行っているか 【○】実施している 【 】実施していない 

b-03③ 緊急時に対応するために必要な情報（障害

者等の状態像、同居する家族の連絡先等）

を適切に把握しているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

b-04 事前把握した

緊急時の支援

が見込めない

障害者等の名

簿の「緊急時

の受け入れ・

対応」につい

て実施機関と

の間で情報共

有 

b-04① 「緊急時の受け入れ・対応」の実施機関と

の間で情報共有をしているか 

【 】実施している 【○】一定程度実施している 【 】実施していない 

b-04② 個別事例ごとに、緊急時の対応の仕方や協

力機関が決められていて、障害者等・家族・

関係機関等と共有されているか 

【 】実施している 【○】実施していない 

b-04③ 緊急時に利用する機関がある場合に、平時

において障害者等・家族がその機関を見

学、体験利用等を行っているか 

【 】実施している 【○】実施していない 

b-05 事前把握して

いない障害者

等への緊急時

の対応の準備

について 

b-05① 事前把握していない障害者等について、緊

急時の対応が必要になった際に、支援でき

る体制について検討・準備しているか 

【 】実施している 【○】実施していない 

b-05② 障害福祉サービスの支給決定を受けてい

ない障害者について、緊急時の対応が必要

になった際に、市町村長が「やむを得ない

理由による措置」に基づき支援できる体制

について検討・準備しているか 

【○】実施している 【 】実施していない 

b-06 複数法人が拠

点機能を担う

場合の指揮命

令系統の構築

について 

b-06① 緊急時対応の場合において、必要に応じて

市町村による対応指示が行われる体制を

確保するなど、指揮命令系統を確保してい

るか 

【○】実施している 【 】実施していない 

(c)【相談２】把握した緊急対応など支援が必要な障害者等からの緊急時を含む相談体制の確保 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

c-01 拠点等とし

て「相談」の

実施機関の

位置付け 

c-01① 拠点等として「相談」を行う実施機関を位

置付けているか 

【○】位置付けている 【 】位置付けていない 

◆確認事項：拠点等における「相談機能」の実施機関 
 

設置数（箇所） 

指定相談支援事業所 ６ 

  

c-02 拠点等の「相

談」の実施機

関における

緊急時の相

談体制の確

保 

c-02① 24 時間の相談体制を確保しているか 【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項１：体制の確保方法（該当するものに○） 

【 】単独の相談支援事業所による体制 

【○】複数の相談支援事業所による体制 

【 】グループホーム等との連携による体制 

◆確認事項２：対象者の範囲（該当するものに○） 

【 】法定サービス（自立生活援助・地域定着支援）の障害者等 

【 】対象区域のうち事前に登録した全て又は一部の障害者等（法定サービス

の対象者を除く） 

【 】対象区域全ての障害者等（法定サービスの対象者以外） 

【○】サービス計画作成対象の障害者のうち緊急時の支援が見込めない障害者

等 

c-03 拠点等にお

いて「相談」

に関わる実

施体制 

c-03① 拠点等において「相談」に関わる実施体制

の人員に不足はないか 

【 】人員体制は充足している 【○】人員体制は不足している 

◆確認事項：実施体制 

 人数 

1.「相談」に関わる職員数  ７ 

2.（うち）相談支援専門員の人数  ７ 

  

c-03② 緊急的な相談について必要に応じて緊急

受入や緊急訪問、関係機関につなげるな

ど、適切に対応ができているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

(d)【緊急時の受け入れ・対応】把握した緊急対応など支援が必要な障害者等からの緊急時の受け入れ先の確保 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

d-01 緊急時受け

入れ機能連

d-01① 短期入所事業所等に連携担当者を配置し

ているか 

【○】配置している 【 】配置していない 

20



携担当者の

配置 

 

 

 

 

◆確認事項：配置している事業所 

 箇所数 

短期入所事業所 ８ 
 

d-02 緊急時対応

機能連携担

当者の配置 

d-02① 日中系サービス事業所に連携担当者を配

置しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 】配置している 【○】配置していない 

◆確認事項：配置している事業所 

 箇所数 

生活介護事業所 ０ 

自立訓練（機能訓練）事業所 ０ 

自立訓練（生活訓練）事業所 ０ 

就労移行支援（養成含む）事業所 ０ 

就労継続支援Ａ型事業所 ０ 

就労継続支援Ｂ型事業所 ０ 

就労選択支援事業所 ０ 
 

d-02② 訪問系サービス事業所に連携担当者を配

置しているか 

 

 

 

 

 

 

【 】配置している 【○】配置していない 

◆確認事項：配置している事業所 

 箇所数 

居宅介護事業所 ０ 

重度訪問介護事業所 ０ 

同行援護事業所 ０ 

行動援護事業所 ０ 
 

d-03 緊急時の連

絡調整のル

ール策定 

d-03① 「緊急時」の該当基準や要支援者の受入基

準を策定し、実施機関に周知しているか 

 

 

 

 

  

【○】実施している 【 】実施していない 

◆確認事項：策定している事業所 

 策定数 

短期入所事業所 ８ 

日中系サービス事業所 ０ 

訪問系サービス事業所 ０ 
 

d-03② 「緊急時」に適切に対応するためのマニュ

アルやフローチャートを策定し、実施機関

に周知しているか 

 

 

 

  

【○】実施している 【 】実施していない 

◆確認事項：策定している事業所 

 策定数 

短期入所事業所 ８ 

日中系サービス事業所 ０ 

訪問系サービス事業所 ０ 
 

d-04 拠点等とし

て「緊急時

の 受 け 入

れ・対応」の

実施体制 

d-04① 「緊急時の受入・対応」の機関は十分に確

保しているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項１：要支援者の受け入れ要請の相談受付件数 

 １月の件数 延件数 

要支援者の受け入れ要請の相談受付件数 ０ ０ 

※地域生活支援拠点等相談強化加算件数とする。  

◆確認事項２：拠点等として確保している空室の数（空室の合計は受入可能人

数の目安） 
 

箇所数の合計 空室の合計（室） 

1.短期入所事業所 ８ ９ 

2.グループホーム ０ ０ 

3.障害者支援施設 ０ ０ 

4.宿泊型自立訓練 ０ ０ 

5.その他（マンション等） ０ ０ 

  

◆確認事項３：拠点等として緊急時対応を行う事業所 
 

箇所数の合計 

1.訪問系サービス事業所 ０ 

2.日中系サービス事業所 ０ 

3.その他の事業所（        ） ０ 

  

d-04② 不足する場合、地域の緊急時受入先の確

保・開拓をしているか 

【○】実施している 【 】実施していない 
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d-04③ 不足する場合、地域の緊急時対応先の確

保・開拓をしているか 

【 】実施している 【○】実施していない 

d-04④ 緊急保護時の不測事態に備えた医療機関

等との連携体制を確保しているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

d-05 自拠点等で

の受け入れ

困難時に備

えた他事業

所（拠点等

の「緊急時

の 受 け 入

れ・対応」の

実施機関で

な い 事 業

所）との連

携体制の確

保 

d-05① 自拠点等での受け入れ困難時に備えた他

事業所（拠点等の「緊急時の受け入れ・対

応」の実施機関でない事業所）との連携体

制を確保しているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

d-05② 自拠点等で受入困難時の連携している事

業所の担当者及び連絡先を把握し、事業所

内で共有しているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

d-05③ 当該事業所において、受け入れが可能（又

は困難）な障害者等の状態像を把握してい

るか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

(e)【地域移行のニーズ把握】障害者等の入所施設や精神科病院等からの地域生活への移行や地域生活の継続についてのニーズの把握 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

入所施設・精神科病

院等からの地域移行

に係るニーズの把握

活動について（１） 

e-01① 入所施設や精神科病院等からの地域生活

への移行について、ニーズの把握活動を定

期的に実施しているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項：実施した地域移行のニーズ調査（該当するものに○） 

【○】入所施設に入居している障害者等の数の把握 

【○】精神科病院に長期入院している障害者等の数の把握 

【○】精神障害にも対応した地域包括ケアシステムにおける協議の場への参画 

入所施設・精神科病

院等からの地域移行

に係るニーズの把握

活動について（２） 

e-02① 入所・入院中の障害者等一人ひとりの地域

移行のニーズについて、地域移行連携担当

者が面接する等を行い、適切に把握してい

るか。 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

◆確認事項：把握した体験利用のニーズ（該当するものに○） 

【 】グループホームの体験宿泊等 

【 】親元等からの自立や、一人暮らしに向けた体験宿泊等 

【 】緊急時の対応を想定した、平時において行うグループホーム等の体験宿

泊等 

【 】通所事業所の体験利用 

在宅の障害者等の地

域生活継続の支援ニ

ーズの把握 

e-03① 在宅の障害者等の地域生活継続の支援ニ

ーズを相談機能連携担当者が把握してい

るか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

◆確認事項：把握した体験利用のニーズ（該当するものに○） 

【 】グループホームの体験利用 

【 】親元等からの自立や、一人暮らしに向けた体験宿泊等 

【 】緊急時の対応を想定した体験利用 

【 】通所事業所の体験利用 

地域移行連携担当者

の配置 

e-04① 施設入所支援事業所に連携担当者を配置

しているか 

 

 

 

【 】配置している 【○】配置していない 

◆確認事項：配置している事業所 

 箇所数 

施設入所支援事業所 ０ 
 

(f)【体験の機会・場の確保】把握した地域生活への移行や継続のニーズを踏まえた地域生活の体験宿泊等の実施 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

f-01 拠点等とし

て「体験の機

会・場」の確

保 

f-01① 拠点等として「体験の機会・場」を確保し

ているか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項１：「体験の機会・場」に関する実施機関の体制 
 

箇所数の合計 

1.短期入所事業所 ７ 

2.グループホーム ０ 

3.宿泊型自立訓練 ０ 

4.通所事業所 ０ 

5.障害児関連の事業所 ０ 

6.その他（               ） ０ 
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◆確認事項２：対象者の範囲（該当するものに○） 

【 】グループホームの体験利用 

【 】一人暮らしに向けた体験宿泊 

【○】緊急時の対応を想定した体験利用 

【 】通所事業所の体験利用 

  

f-01② 確保している場合、対象となる利用者の範

囲・場所はニーズに照らして十分なものと

なっているか 

※希望者数・(うち)待機者数を確認することによ

り、体験利用・体験宿泊について対応できたニー

ズ、対応できなかったニーズを把握します。 

 

 

 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

◆確認事項：把握した体験利用のニーズと拠点等における実績 
 

体験利用の

希望者数 

（うち）

待機者数 

実際の利

用者数 

1.グループホームの体験利用 ０ ０ ０ 

2.一人暮らしに向けた体験宿泊 ０ ０ ０ 

3.緊急時の対応を想定した体験利用 ０ ０ ０ 

4.通所事業所の体験利用 ０ ０ ０ 
 

f-02 地域の体験

宿泊先の確

保・開拓 

f-02① 拠点コーディネーターを中心として活用

可能な空き家・公民館等、障害福祉サービ

ス事業所以外の社会資源の開拓をしてい

るか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

◆確認事項：直近１年間で新たに設けた体験宿泊先 

  

(g)【専門的人材の確保・養成】専門性の確保に向けた取組の実施 

 評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

g-01 専門性を高

めるための

人材養成研

修のニーズ

の把握及び

実施 

g-01① 専門的な人材の確保・養成のニーズを把握

しているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

g-01② 専門的な人材の確保・養成の研修を実施し

ているか 

【○】実施している 

【 】ニーズは把握していたが実施には至らなかった 

【 】ニーズがなかったので実施しなかった 

【 】実施していない 

◆確認事項：拠点等の実施機関が実施している研修例（該当するものに○） 

【 】強度行動障害への対応 

【 】医療的ケアが必要な人への対応 

【 】ひきこもりへの対応 

【○】その他支援が困難な人への対応 

g-02 拠点等の実

施機関から

のニーズを

踏まえた外

部研修の活

用又は受講

推奨 

g-02① 外部研修の情報収集や受講の勧奨を行って

いるか 

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 

◆確認事項：具体的な取組内容  

g-02② 収集した研修の情報を地域の関係機関等に

情報提供しているか 

【○】実施している 【 】実施していない 

(h)【地域の体制づくり】地域生活の安心の確保と地域生活への移行と継続を支援するための地域の体制づくりの実施 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

h-01 緊急時の受

け入れ・対

応のための

取り組み 

h-01① 拠点コーディネーターが中心となって、緊

急時の受け入れや対応に関することを協議

するための関係機関・事業所による連携会

議等を実施しているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

h-01② 連携会議等において、緊急時の受け入れ・対

応について対応できた事例や対応しきれな

かった事例、地域課題等について取り扱わ

れているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

h-02 地域移行・

地域生活の

継続支援の

ための取組 

h-02① 拠点コーディネーターが中心となって、入

所・入院等からの地域移行に関することを

協議するための関係機関・事業所による連

携会議を実施しているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

h-02② 連携会議等において、入所・入院中等からの

地域移行について対応できた事例や対応し

きれなかった事例、地域課題等について取

り扱われているか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

h-03 共通事項 h-03① 地域の協力機関数が十分か。ニーズに対し

て地域の社会資源等が不足している場合

【 】十分できている 【○】一定程度できている 【 】全くできていない 
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に、協力依頼して登録事業所を増やす等、対

応を図っているか 

h-03② 地域体制強化共同支援加算を算定している

か 

 

 

 

【○】算定している 【 】算定していない 

◆確認事項：地域体制強化共同支援加算の算定状況 

1. 地域体制強化共同支援加算の算定事業者数 ０ 事業所／年 

2. 地域体制強化共同支援加算の算定回数 ０ 回／年 
 

h-03③ 地域生活支援拠点等として取り組んでい

る、独自の活動や取り組みがあるか 

【○】実施している 【 】実施していない 

◆地域生活支援拠点等として取り組んでいる、独自の活動や取り組み、特色等

＜自由記述＞ 

 ○拠点等の整備運営に関するガイドラインの作成 

 

Ⅱ．地域生活支援拠点等の運営状況に関する評価指標 

(i)【地域生活支援拠点等の運営状況】地域住民に対する周知・広報ならびに関係機関との連携体制の構築 

評価項目 評価指標 取組状況（充足度） 

i-01 地域住民に

対する拠点

等の存在・

役 割 の 広

報・周知 

i-01① 拠点等に位置づけられている事業所名や相

談窓口等を利用者等及び地域住民（学校関

係者・保護者を含む）に幅広く周知している

か 

【○】実施している 【 】実施していない 

◆確認事項：周知方法（該当するものにチェック） 

【○】拠点等のホームページに掲載 

【 】市町村の広報誌への掲載 

【 】役所の相談窓口において紹介 

【 】その他（具体的に：                 ）                               

i-02 市町村（整

備主体）の

役割 

i-02① 拠点等の運営に当たって市町村内に担当者

を配置し、拠点等機関コアメンバー（地域生

活支援拠点等に位置付けられている機関の

管理者等）と連携して個別の支援ケースの

対応状況について定期的（月に１～２回程

度）に情報共有を行っているか 

【 】実施している 【○】実施していない 

i-03 関係機関と

の連携状況

（拠点等に

位置づけら

れている機

関同士の有

機 的 な 連

携、拠点等

以外の機関

との連携を

含む） 

i-03① 地域生活支援拠点等の運営について、拠点

コーディネーターと市町村担当者が密に連

絡を取り合い、官民協働で取り組めている

実感があるか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 

i-03② 拠点コーディネーターと担当者を含めて、

拠点等の運営について企画・検討する際に、

圏域内で中核となる機関や人と協力体制を

作り、コアメンバーを形成して協議できて

いるか 

【 】十分できている 【 】一定程度できている 【○】全くできていない 
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号

法
人

名
事

業
の

種
類

連
携
担

当
者

※
加

算
：
㋐
緊

急
時

対
応

加
算

・
緊

急
時

支
援
加
算
　
㋑

短
期
入
所
加
算
　

㋒
緊
急
時
受
入
加
算
　

㋓
体

験
利

用
加

算
　
㋔

体
験

利
用

支
援

加
算

・
体

験
宿

泊
加

算
　
㋕
地

域
移

行
促

進
加

算
(Ⅱ

)　
㋖

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
相

談
強

化
加

算

開
始

日
備

考

砺
波

市

小
矢

部
市

南
砺

市

※
担

う
機

能
：

①
相

談
　

②
緊

急
時

の
受
け
入
れ
・
対
応
　
③
体
験
の
機
会
・
場
　
④
専
門
的
人
材

の
確

保
・

養
成

　
⑤

地
域

の
体

制
づ

く
り

担
う

機
能

加
算

事
前

協
議

日
認

定
日

認
定

日
認

定
日
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